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　御殿場市、御殿場市社会福祉協議会の主催により第３２
回御殿場市社会福祉大会を１０月３日（土）に市民会館に
て開催しました。
　今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため参
加者人数を120人に限定し、式典のみの縮小開催となり
ました。
　式典では、社会福祉事業に功績のあった方、事業の推
進のために貴重な金品の御寄託を頂いた方に、表彰状・感
謝状が贈呈されました。
　受賞された皆様、おめでとうございます。
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す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り （2）
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　フレイル（高齢者が健常から要介護へ移行する中間の段階）予防の視点で、
移動支援活動の継続を目指します!

御殿場自動車学校様の御厚意で教習コースを使用させていただき、有意義な実地講習を行うことができました。

　１０月２６日（月）、２７日（火）に国土交通省認定「福祉車両運転者講習」を実施しました。
　講師に「認定ＮＰＯ法人かながわ福祉移動サービスネットワーク」を迎え、関係法規やリスク
マネージメント等について理解を深めました。
　受講者された２０人の方々は、今後、地域活動や運転ボランティア活動の担い手としての活
躍が期待されます。

　令和2年11月9日(月)、社会福祉法人野菊寮及び社会福祉法人十字の園御殿場十字の園と「移動支援プロ
ジェクト」に関する協定を締結しました。
　当会では、高齢者の日常生活の利便性を向上させるため、移動手段のない方を対象として、社会福祉法人や地
域のボランティアとの連携による移動支援サービス（買い物支援サービス）の創出に努めているところです。
　その中で、社会福祉法人の地域における公益的な取組の一環として、社会福祉法人野菊寮様には本格稼働と
して令和2年6月から中畑北区へ、社会福祉法人
十字の園御殿場十字の園様には本格稼働として
令和2年9月から北久原区へ福祉車両の貸出に
御協力を頂いています。
　福祉車両を借用することで、地域のボランティ
アが高齢者の移動支援、買い物支援を実現する
ことが可能となりました。
　今後も市内の社会福祉法人に御協力を頂き、
地域での移動支援の推進を図ります。

を実施しました！！ 御殿場自動車学校
会　　場

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

御殿場市民交流センター「ふじざくら」



す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り（5）

　１０月１９日（月）に原里支所にて原里地区第２層生活支援・介護予防協議体を開催しました。講師にＮＰＯ
法人全国移動サービスネットワークの副理事長河崎民子さんをお招きし、「住民等による移動・外出支援の
事例と法制度」について御講義いただきました。
　講義では、生活に必要な買い物や外出に困る高齢者の実態について理解を深め、静岡県内を中心に全
国での移動・外出支援の事例を紹介していただきました。短い時間でしたが、分かりやすく説明をしていた
だき、改めて高齢者の困りごとをしっかりと拾い上げて活動をしていきたいと思いました。

　高根地域福祉推進委員会では、９月に高根地域全域を対象とし
た「交通弱者の移動手段に関するアンケート調査」の実施を行い
ました。
　区長、組長、班長様の全面的な御協力も頂き大変感謝しており
ます。
　今後は、１１月３０日（月）に開催される座談会にて、アンケートの
結果に基づき、各地区ごとの課題について意見交換を行います。
　大きな課題となっている、交通弱者の移動手段が解決できるよ
う、今後に向けて一歩一歩進んでいきたいと思います。

　１０月２８日（水）、市内に開設されている１４か所の居場所代表
者を対象に「令和２年度ふれあいの居場所連絡会」が開催されま
した。
　連絡会では、現在のコロナ禍における各居場所の開催状況の報
告や活動紹介を行い、互いに情報共有することができました。
　その中で「居場所まで交通手段がなければ、送迎を担当しても
よい」という提案に対し、「送迎があれば遠方の方も参加しやすく
なる。希望がある時にはお願いしたい」という声が上がり、居場所
同士の連携が深まることを期待できる場面もありました。
　また、さわやか静岡インストラクター木下さち子様、鈴木明与様
の講義では、全国の居場所の事例やコロナ禍においても活動を
続ける県内の事例などが紹介され、出席者は熱心に耳を傾けてい
ました。
　今回の連絡会は、今後の居場所運営の手掛かりとなる大変有意
義な機会となりました。

アンケート集計の様子

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。



す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り （6）

　昨年１０月から１２月に開講された『市民後見人養成講座』の中
から、現在６人の市民の方が、成年後見制度や日常生活自立支援
事業の支援員として活動しています。
　10月14日（水）、この６人の方々が、ケース記録の書き方や戸籍
の見方など、支援に役立つ講義を聴講しました。
　ケース記録を書く目的を皆で考え、ケース記録を書く際は、二義
文（２つの意味にとらえられる文章）にならないようにするなどの注
意する点を学ぶことができました。
　連絡会の後半は支援をする中での『悩み』『喜び』『疑問』『不安』
などを支援員６人で共有しました。
　これからも、本人の意思を尊重し、支援を必要としている方々
が、毎日楽しく、生きがいを持って生活できるよう適切な支援を心
掛けていきたいと思います。

　地域包括支援センター菜の花では、多くの方々にこの日を知ってもら
うため、11月14日（土）に「2020菜の花 いい日いい日の 介護の日」を
開催しました。
　介護する方にもされる方にも元気をお届けできるよう、介護・予防に関
する情報や統計の掲示、健康に関するパンフレットを無料配布。また、脳
の活性に効果的といわれる手先を使った作業として、クルクル巻いた細
い紙を組み合わせてデザインをする、ペーパークイリングという方法で
カレンダーづくりをしました。コロナ禍で不安や外出自粛が続いた一年
を終え、明るい年が始まるようにと願いを込めて、みなさん熱心に色とり
どりの作品を仕上げていました。
　その他、「わたしのノート」作りを体験。お気に入りの写真を貼ったり、
御自分の思い出や、日頃感じていること、大切な人へのメッセージをつ
づれるノートです。介護について考えるきっかけとして、いざという時の
備えにも触れ、緊急時の連絡先、かかりつけの病院、もしもの時に譲りた
いもの、会いたい人、などの項目も加えました。楽しく、深く、思いを巡ら
せながら、個性あふれるオリジナルノートが仕上がっていました。

「介護の日」とは‥
　“介護について理解と認識を深め、介護従事
者、介護サービス利用者及び介護家族を支援
するとともに、利用者、家族、介護従事者、それ
らを取り巻く地域社会における支え合いや交流
を促進する観点から、高齢者や障害者等に対
する介護に関し、国民への啓発を重点的に実
施するための日”として、厚生労働省が「１１月
１１日」を「介護の日」として定めました。
（平成20年7月27日「福祉人材フォーラム」におい
て厚生労働大臣より発表） 「わたしのノート」作りを体験

ペーパークイリングでカレンダーづくり

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。



す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り（7）

　今年は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点からなかなかイベントを開催することができず、毎年
参加している茱萸沢上区の夏祭りも中止になってしまったため、利用者の方が楽しむことができるような企
画を考え「あけぼのミニフェス」を開催することとなりました。
　職員が手作りで屋台ややぐら等を組み、室内を飾りつけ雰囲気を作りました。当日は利用者等１４人が参
加し、職員も利用者も法被や浴衣を着て、くじびき・お菓子つりゲーム・キーホルダーづくりを行いました。そ
の後はやぐらを中心に盆踊りをみんなで踊り、昼食はお食事屋台から提供しました。みんなでお祭り気分を
感じながら、楽しむことができました。

御殿場市茱萸沢890-1
生活介護事業所「あけぼの」

電話 0550-88-0547

つながり ささえあう みんなの地域づくり

令和2年度の計画
■世帯配分　　300件 5，290，０００円
■施設配分　　　1件　　      50,000円
■事業費配分　　24件          760,000円

令和2年度目標額
本年度も皆様の心温まる
御協力をお願いいたします。

　12月1日から、共同募金運動の一環として歳末たすけあい
運動が始まります。令和２年度の実施に当たっては、新型コロナ
ウイルス感染症の影響下における休業失業を余儀なくされた
世帯の増加に歯止めが利かない今だからこそ、住民の参加や
理解を得て「たすけあい」運動を重点的に展開するものです。
　お寄せいただいた金品は、審査に基づき、民生委員児童委
員さんなどの協力を得て、経済
的に支援が必要な家庭や市内
の認可外保育施設などへ１２月
中にお届けします。
　市民の皆様には、区長さんを
通じての戸別募金や、職場や学
校におきまして御協力をお願い
してまいります。

運動期間１２月１日～３１日　皆様の心温まる御協力をお願いいたします。

から
1２/１

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

合計　6，100，000円

61０万円



す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り （8）

福祉情報玉手箱得する面白い役に立つ福祉情報玉手箱得する面白い役に立つ

草取り、買い物、片付け、掃除等
有償ボランティア活動

■1時間　　　6００円
■15分当たり　15０円

12月11日(金)までに御連絡ください。   電話 ０５５０-７０-６８０１/FAX ０５５０-89-55０１
御殿場市社会福祉協議会

12月8日(火)までに御連絡ください。   電話 ０５５０-７０-６８０１/FAX ０５５０-89-55０１
御殿場市社会福祉協議会
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　「住民参加型生活支援」は、サービスを利用する人も提供する人も、同じ住民同士です。ちょっとした困りごと
を“みんなで助け合っていこう”という趣旨のもと、支援を行う有償のボランティア活動です。
　自分の空いている時間に地域の方の役に立ちたいと思われる方を募集します。

　社会福祉協議会へ御寄附を頂き厚くお礼申し上げます。
　寄せられた御寄附は、地域福祉活動推進のため有効に活用させていただきます。

令和2年４月～令和２年１０月
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令和２年１２月１８日(金)　午前１０時から午後3時まで
御殿場市民交流センター「ふじざくら」1階ボランティアビューロー

日　　時　　

会　　場

無料参 加 費

助け合い活動に関心のある市民対 象 者

2０人（先着順）定　　員

傾聴技法、実際に支援を行っている方から体験談等内　　容

申 込 み

1日目　令和２年１２月１７日（木）   2日目　１２月２２日（火）両日共に午前１０時から正午まで
御殿場市民交流センター「ふじざくら」 １階 ボランティアビューロー

日　　時　　

会　　場

無料参 加 費
助け合い活動及び居場所づくりに関心のある市民対 象 者

１５人（先着順）定　　員

現在、市内には１4ヵ所の居場所があります。
住民相互の絆が生まれ、地域の様々な助け合いに発展していく「ふれあいの居場所」づくりを始めてみませんか？

申 込 み

金
品
の
寄
附

物
品
の
寄
附

（敬称略･順不同）


